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必ずお読みください

取扱い上のご注意
■本製品を正しく安全に使用するために

・本書では製品を正しく安全に使用するための重要な注意事項を説明しています。必
ずご使用前にこの注意事項を読み、記載事項にしたがって正しくご使用ください。

・本書は読み終わった後も、必ずいつでも見られる場所に保管しておいてください。

■表示について

・この「取扱い上のご注意」では以下のような表示（マークなど）を使用して、注意
事項を説明しています。内容をよく理解してから、本文をお読みください。

注意

警告
この表示を無視して取扱いを誤った場合、使用者が死
亡または重傷を負う危険性がある項目です。

三角のマークは何かに注意しなければならないことを
意味します。三角の中には注意する項目が絵などで表
示されます。例えば、左図のマークは感電に注意しな
ければならないことを意味します。

丸に斜線のマークは何かを禁止することを意味します。
丸の中には禁止する項目が絵などで表示されます。例
えば、左図のマークは分解を禁止することを意味しま
す。

塗りつぶしの丸のマークは何かの行為を行なわなけれ
ばならないことを意味します。丸の中には行なわなけ
ればならない行為が絵などで表示されます。例えば、左
図のマークは電源コードをコンセントから抜かなけれ
ばならないことを意味します。

この表示を無視して取扱いを誤った場合、使用者が障
害を負う危険性、もしくは物的損害を負う危険性があ
る項目です。
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警告

●万一、異常が発生したとき。
本体から異臭や煙が出た時は、ただちに
USBケーブルをパソコンから取り外す
か、またはACアダプタをコンセントか
ら抜いて販売店にご相談ください。

●異物を入れないでください。
本体内部に金属類を差し込まないでくだ
さい。また、水などの液体が入らないよ
うに注意してください。故障、感電、火
災の原因となります。

※万一異物が入った場合は、ただちに電源
を切り販売店にご相談ください。

●分解しないでください。
ケースは絶対に分解しないでください。
感電の危険があります。分解の必要が生
じた場合は販売店にご相談ください。

●正しい電源で
使用してください。

ACアダプタを使用する場合は必ず弊社
純正のものを使用し、AC100Vのコンセ
ントに接続してください。

●ケーブル類を大切に。
USBケーブルまたは別売りのACアダプ
タのケーブルは破損しないように十分ご
注意ください。ケーブル部分を持って抜
き差ししたり、ケーブルの上にものを乗
せると、被服が破れて感電／火災の原因
となります。
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●ACアダプタを使用する場合は、なるべ
くコンセントに直接接続してください。
タコ足配線や何本も延長したテーブル
タップの使用は火災の原因となります。

●ケーブル類は必ず伸ばした状態で使用し
てください。束ねた状態で使用すると、
過熱による火災の原因となります。

●通風孔はふさがないでください。過熱に
よる火災、故障の原因となります。

●高温・多湿の場所、長時間直射日光の当
たる場所での使用・保管は避けてくださ
い。また、周辺の温度変化が激しいと内
部結露によって誤動作する場合がありま
す。

●本体は精密な電子機器のため、衝撃や振
動の加わる場所、または加わりやすい場
所での使用／保管は避けてください。

注意
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●本体が汚れた場合は必ず電源を切ってか
ら、柔らかい布に水または中性洗剤を含
ませ軽くふいてください。（本体内に垂
れ落ちるほど含ませないよう気をつけて
ください。）揮発性の薬品（ベンジン・シ
ンナーなど）を用いますと、変形・変色
の原因になる事があります。

●本製品を長期間使用しない場合は、USB

ケーブルをパソコンから外し、ACアダ
プタを使用する場合は ACアダプタをコ
ンセントから抜いておいてください。

注意
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＊MS®、Windows ®は米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国での登録商標です。

Macintosh、Mac OSは米国アップルコンピュータ社の登録商標です。本書に記載されているパソ
コンの機種名等は各社の商標または登録商標です。

付属品の確認

○MOユニット .................................................................................................１台
○USBケーブル（USB 2.0 High-Speed対応）.............................................１本
○横置き用ゴム足 .................................................................................... １シート
○「LogitecWare」 CD-ROM ............................................................................１枚
○MOユニット・ユーザーズマニュアル ....................................................本書
○イジェクトツール ........................................................................................１個
○保証書 ................................................................................................ 巻末に記載

※本製品は精密電子機器です。輸送時には、必ず付属の梱包材をご使用く
ださい。

Windows環境でご使用の方へ

　当社DOS/V対応製品は、一般に市販されている製品を想定して設計されています。し
かし、接続確認については全ての機種を確認することは不可能ですので、代表的な製品
のみで確認を行っております。
　そのため、本製品を使用できない、または本製品の機能を使用できないパソコンが一
部に存在する可能性があることは、ご了解いただきますようお願いいたします。特に自
作パソコンやショップ組立てパソコンでは、コストの問題やパフォーマンスの追求のた
め、想定外の部品が使用されている場合があります。このような場合、相性問題などが
発生する可能性が高くなることをご承知おきください。
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ごあいさつ
　この度は弊社製品をお買い上げいただきまして、誠に有り難うございました。本書は製

品に関する設定／接続方法、機能／仕様等についてのご説明をいたしますので、ご使用前

に必ずご一読いただきますようお願いいたします。

　弊社製品によって、お客様のパソコン環境がより便利なものとなりますよう心からお祈

りいたします。

ご注意

①本書の一部または全部を弊社に無断で転載することは禁止されております。

②本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審の点がございました

ら、弊社テクニカルサポートまでご連絡くださいますようお願いいたします。

③本製品および本書を運用した結果による損失、利益の逸失の請求等につきまして

は、②項に関わらず弊社ではいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了

承ください。

④本書に記載されている機種名、ソフトウェアのバージョンなどは、本書を作成し

た時点で確認されている情報です。本書作成後の最新情報については、弊社テク

ニカルサポートまでお問い合わせください。

⑤本製品の仕様、デザイン及びマニュアルの内容については、製品改良などのため

に予告なく変更する場合があります。

⑥本製品を使用して保存したデータが、ハードウェアの故障、誤動作、その他どの

ような理由によって破壊された場合でも、弊社での保証はいたしかねます。万一

に備えて、重要なデータはあらかじめバックアップするようにお願いいたしま

す。

⑦弊社は、本製品の仕様がお客様の特定の目的に適合することを保証するものでは

ありません。

⑧本製品は、人命に関わる設備や機器、および高い信頼性や安全性を必要とする設

備や機器（医療関係、航空宇宙関係、輸送関係、原子力関係等）への組み込み等

は考慮されていません。これらの設備や機器で本製品を使用したことにより人身

事故や財産損害等が発生しても、弊社ではいかなる責任も負いかねます。

⑨本製品は日本国内仕様ですので、本製品を日本国外で使用された場合、弊社では

いかなる責任も負いかねます。また、弊社では海外での（海外に対してを含む）

サービスおよび技術サポートを行っておりません。
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第１章　製品のご紹介

１．１　製品の特徴

第１章　製品のご紹介

　本製品はUSB 2.0のHigh-Speedに対応したポータブルタイプの外付け
型MOユニットです。USBバスパワーによる電源供給が可能ですので、
USBケーブルでパソコンとつなぐだけで使用可能となります。

■本製品の特徴

○バスパワーに対応し、パソコンのUSBポートより直接電源の供給を受
けます。ACアダプタを接続する必要がありませんので、すっきりと収
納できます。

○USB 2.0のHigh-Speedに対応しているので、ドライブの性能を最大限
引き出すことができます。また、従来のUSB 1.1対応のUSBポートに
接続することも可能ですので非常に幅広いパソコンに接続して使用する
ことができます。

○パソコンのUSBポートにケーブルを差し込むだけの簡単接続で手軽に
MOメディアを使用することができます。また、ホットプラグ（パソコ
ン本体の電源がONになっている状態での着脱）が可能ですので、パソ
コン間でのデータ交換を容易に行うことができます。

○世界標準の ISO規格に準拠するMOメディアを使用できます。（使用可
能なMOメディアの容量やタイプについては、次ページをご参照くだ
さい。）MOメディアの判別は自動判別で行なわれます。

○コンパクトなボディは携帯性に優れ持ち運びに最適です。

○Windows/ Macintoshどちらの環境でも使用することができます。

○放熱性と堅牢性を兼ね備えたアルミボディを採用しています。

本製品の型番について

本製品型番末尾に（B）とあるのは、ボディカラーがブラックであること
を意味します。その他の仕様は全く同一です。
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1

１．１　製品の特徴

重要なご注意

・パソコン本体やインターフェースボード（カード）、USBハブの仕様に
よってはUSBの電源供給性能の問題からバスパワーで動作しない場合
がございます。その場合は別売りの弊社製 ACアダプタ「LA-12W5S-

02」をご使用ください。

・本製品を USB 2.0ポートへ接続する際は、ケーブルは必ず本製品付属
　のものか、USB 2.0対応ケーブルを使用してください。USB 1.1用ケー
　ブルでUSB 2.0ポートに接続して本製品を使用すると、データの書き
　込みエラーなどの障害が発生します。

・USB 1.1ポートへ接続して使用する際もなるべくUSB 2.0対応ケーブ
ルをご使用ください。

・本製品を USB 2.0で使用される場合、パソコン本体への接続は必ず
USB 2.0拡張ポートへ接続してください。標準搭載されているUSB 1.1

ポートでの使用も可能ですが、その場合の最大転送速度は従来と同じ
Full-Speed（12Mbps）となります。

・スリープモード・サスペンドモードなどのような省電力モードには対
応していません。
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1

第１章　製品のご紹介

■対応パソコンについて

■対応OSについて

各社 DOS/Vパソコン
日本電気株式会社 PC98-NXシリーズ

　本製品をUSB 2.0 / 1.1 インターフェースに接続する場合は、以下のよ
うな環境条件を満たしていなくてはいけません。

　本製品を USB 2.0 / 1.1インターフェースに接続する場合は、以下のパ
ソコン本体に接続可能です。すべてUSBポートを搭載している機種に限
定されます。また、High-Speedでの転送を実現するためにはパソコン本
体のインターフェースがUSB 2.0に対応していなければなりません。

アップルコンピュータ社 Mac mini

eMac

iBook

iMac

Power Mac G5

Power Mac G4

Power Mac G4 Cube

Power Macintosh G3 (Blue and White)

PowerBook  G4、PowerBook (FireWire)

PowerBook  G3（BronzeKeyborard）

マイクロソフト株式会社
Windows XP Home Edition / Professional

Windows Me

Windows 98 (Second Edition 含む）
Windows 2000 Professional

アップルコンピュータ社
Mac OS 8.6～ 9.2.2まで
Mac OS X 10.0.4以降

１．２　使用環境について



- 10 -

1

１．３　使用可能なメディアについて

LMO- PBA640U2、LMO- PBA640U2 ( B )

標準 ○

OW ―

標準 ○

OW △

標準 ○

OW △

標準 ○

OW △

標準 ×

OW ―

標準 ×

OW ―

機種名

1.3GB

2.3GB

128MB

230MB

540MB

640MB

ご注意

・他のMOユニットとのデータ交換には、128MBのMOメディアは使用しないでく
ださい。（この用途は保証範囲外とさせていただきます。）
　これは128MBのMOユニットには、初期のドライブを使用した製品があり、レー
ザー光の強度が本製品と異なる可能性があるためです。データ交換には、230MB

以上のMOメディアをご使用ください。

○ ＝使用可能  ×＝使用不可
△ ＝使用可能ですが、書き込み速度は、通常のMOディスクと同等になります。
― ＝このタイプは現在発売されていません。

　本製品では、下表で○のついたMOメディアを使用することができます。
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第１章　製品のご紹介

１．４　各部の名称と機能

本製品前面

①メディア挿入口
MOメディアをセットする部分です。

②イジェクトボタン（電源表示ランプ /アクセス表示ランプ）
MOメディアを取り出したい場合に使用します。また、このボタ
ンには電源表示ランプ、アクセス表示ランプの機能もあり、本製
品に電源が投入されると内部ランプが点灯し、本製品にセットさ
れたMOメディアにアクセスが行われる時に点滅します。

③強制イジェクトホール
何かの原因でMOメディアが取り出せなくなったときに使用しま
す。詳細については第５章の「５．１　トラブルシューティング」
をご参照ください。

③強制イジェクトホール

①メディア挿入口

②イジェクトボタン

ご注意

・ 本製品にはMOメディア以外のメディアは挿入しないでください。フ
ロッピーディスク等を無理に挿入すると機器を損傷します。

・ 本製品前面のイジェクトボタンはシステムが起動していないときに使
用します。WindowsXP，2000が稼動中は使用しないでください。

・ Windows XP，2000でMOメディアを取り出すには、管理者権限を持
つユーザー（例えば「コンピュータの管理者」や「Administratorsグ
ループ」）のメンバーとしてログオンする必要があります。
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④USB Mini-Bコネクタ
付属のUSBケーブルでパソコン本体のUSBポートと接続します。

⑤電源コネクタ（出荷時には目隠し板がはめ込まれています。）
バスパワーでの電源供給がうまく行かない場合、ここに別売の
ACアダプタを接続してください。本製品用のACアダプタは以下
の型番で弊社より発売されております。

型番： LA-12W5S-02 ACアダプタ

※詳細は第５章をご参照ください。

本製品背面

④USB Mini-Bコネクタ

⑤電源コネクタ

ご注意

本製品には電源スイッチがありません。接続すると自動的に電源が供給
されます。

１．４　各部の名称と機能
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第１章　製品のご紹介

１．５　設置方向について

　本製品は下図のように横置きで設置してご使用ください。間違った方向
で設置するとトラブルの原因となる場合があります。

正しい設置方向

上図は底面を上にするため、
設置方向と逆になっています
ので、ご注意ください。

　本製品設置時は、底面の４箇所に付属のゴム足を貼付してください。

縦置きでは使用
できません!

ゴム足
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型番 バス 備考

LHA- USB2VA PCI
インターフェースボード単体
Windows XP, Me, 98, 2000対応

型番 バス 備考

LPM- CBUSB2HB CardBus
インターフェースカード単体
Windows、Mac OS X 10.3以降対応

１．６　USB 2.0インターフェースボードの接続

　パソコン本体に USB 2.0ポートがない場合は別売り
のUSB 2.0インターフェースボード（PCI用インター
フェースボード、もしくは CardBus対応USB 2.0イン
ターフェースカード）が必要になります。
　この場合、本製品の接続を行う前にUSB 2.0インター
フェースボードのマニュアルにしたがって接続やドラ
イバのインストールを行っておいてください。（本製品
をUSB 1.1ポートに接続して使用する場合はこの作業
は不要です。その場合の最大転送速度は従来のUSB 1.1

と同様 Full-Speed（12Mbps）になります。）

　USB 2.0インターフェースボードは、以下の型番で弊社から発売されているも
のをご使用ください。

■PCIバス用USB 2.0インターフェースボード

■CardBus対応USB 2.0インターフェースカード

ご注意

CardBusタイプのLPM-CBUSB2HBを使用して本製品を接続する場合、本製品側に別
売りのACアダプタを取付けておく必要があります。詳細は第５章をご参照ください。
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第２章　Windows Me，98の場合

第２章　Windows® Me，98の場合

２．１　接続について

　本製品の接続は以下の手順で行います。

①パソコン本体の電源を ONにして、Windowsのシステムを起動してください。

②システム起動が完了したら、付属のUSBケーブルを使用して本製品と、パソコン
側の USBポートを接続してください。

パソコン本体側
大きいコネクタ本製品側

小さいコネクタ

　以上で接続は終了です。

○Windows 98では、この後本製品付属のドライバをインストールします。
「２．２　ドライバのインストール」へお進みください。

本製品のアイコン
（ドライブ名は異なる
場合があります。）

　本製品にフォーマットされたMOメディアをセットして、このアイコンをダブル
クリックすると、セットしたMOメディアにアクセスすることができます。
　MOメディアのフォーマットについては、２．３節をご参照ください。

○Windows Meでは自動的に電源が供給されWindows 標準のドライバが組
み込まれます。「マイコンピュータ」上に以下のアイコンが追加されたら使
用可能です。



- 16 -

2

③本製品がプラグ＆プレイで認識さ
れて、新しいハードウェアの追加
ウィザードが起動します。

④右のウィンドウが表示されます。

「次へ」をクリック

⑤右下のウィンドウが表示されたら、 C D - R O M ドライブに本製品付属の
「LogitecWare」CD-ROMをセットしてください。

1.「使用中のデバイスに・・・」が
選択されている状態で

2.「次へ」をクリック

1.「検索場所の指定」だけがチェック
された状態にして

3.「次へ」をクリック

ポイント

ここで「Q:」はCD-ROMドライブのドライブ名です。異なる場合は正しいドライブ
名を指定してください。

２．２　ドライバのインストール
（Windows 98のみ）

2.ここに、以下のように入力して

Q:¥DRIVERS¥LMOPBAU2¥Win98
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第２章　Windows Me，98の場合

⑥右のウィンドウが表示されます。

⑦必要なファイルがシステムに転送
され、右のウィンドウが表示され
ます。

「次へ」をクリック

「完了」をクリック

⑧以上で作業は終了です。
　マイコンピュータ上に下のような新しい「リムーバブルディスク」のアイコンが
登録されていたら、ドライバのインストール、および本製品の接続は正常に完了
しています。

本製品のアイコン
ドライブ名は異なる
可能性があります。

　本製品にフォーマットされたMOメディアをセットして、このアイコンをダブル
クリックすると、セットしたMOメディアにアクセスすることができます。
　MOメディアのフォーマットについては、２．３節をご参照ください。
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２．３　ソフトウェアのインストール

　本製品には、MOメディアを使用する上で必要なソフトウェアが添付さ
れています。本製品付属の「LogitecWare」CD-ROMをCD-ROMドライ
ブにセットすると自動起動する「セットアップランチャー」から、「ディ
スクフォーマッタ」と「イジェクトコントローラ」をそれぞれインストー
ルしてください。

■ディスクフォーマッタのインストール

■イジェクトコントローラのインストール

1.「ディスクフォーマッタ」の
アイコンをクリックして、
選択状態にします。

2.「セットアップの起動」を
クリックします。

1.「イジェクトコントローラ」
のアイコンをクリックして、
選択状態にします。

2.「セットアップの起動」を
クリックします。

「Logitec Ware」CD-ROM内にはこの他にもデータをフォルダ単
位でバックアップ可能な「フォルダミラーリングツール」や、MO

メディアの複製を作成する「MOデュプリケータ」等、便利なソ
フトウェアが収録されています。必要に応じてご活用ください。

参考
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第２章　Windows Me，98の場合

２．４　フォーマットについて

フォーマットとは、メディアを初期化し、データの読み書きができるよ
うにメディア内部の形形形形形を整える作業のことです。この形形形形形を、フォーマッフォーマッフォーマッフォーマッフォーマッ
ト形式ト形式ト形式ト形式ト形式と呼びます。フォーマット形式は、例えばWindowsとMacintosh

など、OSにより使用できる種類が異なります。
MOメディアやハードディスクなどの記憶装置は、ご使用のOS環境にあっ
た形でデータの読み書きを行う前にフォーマットする必要があります。

本製品をご使用の場合、MOメディアのフォーマットは付属のソフトウェ
ア「Logitecディスクフォーマッタ」を使用して行います。

※ 既にご使用のOS環境にあった形でフォーマット済みのメディアを購
入されている場合、この作業は必要ありません。

　インストール終了後、ディスクフォーマッタを起動する場合は、「ス
タート」ボタンをクリックして表示されるメニューから、「プログラム」
→「Logitec」→「ディスクフォーマッタ」とポイントして、「Logitecディ
スクフォーマッタ」をクリックしてください。（デフォルトの状態でイン
ストールした場合）

クリック

■「Logitec ディスクフォーマッタ」の起動方法

ご注意

フォーマットを行うと記録されているデータはすべて消去されます。
フォーマットを開始する前に、メディア内にデータがあるかどうか、ま
た、ある場合は消去しても良いかどうかを事前にご確認ください。

　フォーマッタが起動したら、MOメディアのフォーマットを行います。
フォーマットの手順については「ディスクフォーマッタ」のユーザーズガ
イドをご参照ください。
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２．５　メディアのセットと取り出し

ご注意

本製品にはMOメディア以外のメディアは挿入しないでください。フロッ
ピーディスク等を無理に挿入すると機器を損傷します。

ご注意

本製品前面のイジェクトボタンはWindowsのシステムが起動していない
ときに使用します。Windows稼動中は使用しないでください。

　本製品にMOメディアをセットす
る場合は、右図の方向でメディア挿
入口に挿入してください。（間違っ
た方向では挿入できません。）

ラベル面

　MOメディアの取り出しは、付属のソフトウェア「Logitec イジェクト
コントローラ」を使用して行ってください。
　「Logitec イジェクトコントローラ」はインストール後タスクトレイに
常駐します。
　本製品を接続した状態で、このアイコンを左クリックし、本製品のドラ
イブ名を選択してください。

　この操作を行うと、MOメディアが 1cmほど排出されますので、静か
に引き出してください。

本製品のドライブ名を選択

Logitec イジェクトコントローラ
のアイコン
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第２章　Windows Me，98の場合

２．６　本製品を取り外す場合は

　本製品はインターフェースとしてUSBを採用しているため、ホットプ
ラグ（パソコン本体の電源がONの状態での取り付け・取り外し）が可能
です。しかし、これは「いつでも取り外して良い」という意味ではありま
せん。本製品を取り外す場合は、必ず以下の手順に従ってください。

①本製品にMOメディアがセットされている場合は、これを取り出してく
ださい。

②本製品を接続した状態では、タスクバーのシステムトレイに以下のよう
なアイコンが表示されます。このアイコンをクリックして、表示される
メニューから、「USBディスク - ドライブ（d:）の停止」、もしくは
「FUJITSU MCxxxxxxxを止める：ドライブ（d:）」を選択してください。

③デバイスを安全に取り外すことができることを示すメッセージが表示さ
れたら、OKボタンをクリックしてください。

このアイコンをクリック

この項目をクリック

ポイント

ここで「d:」は本製品のドライブ名ですので環境によって異なります。ま
た、「xxxxxxx」には本製品内蔵ドライブの型番が入ります。

④USBケーブルをパソコンから取り外します。

Windows Meの場合

このアイコンをクリック

この項目をクリック

Windows 98の場合
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①パソコン本体の電源を ONにして、Windows のシステムを起動し、管理者権限を
持つユーザー（例えば「コンピュータの管理者」や「Administrator」）としてログ
オンしてください。

３．１　接続について

第３章　

②付属のUSBケーブルを使用して本製品とパソコン側のUSBポートを接続してくだ
さい。

Windows® XP，2000の場合

本製品側
小さいコネクタ

パソコン本体側
大きいコネクタ

■Windows XPの場合■Windows 2000の場合

③以上で接続は終了です。この後、自動的に電源が供給されWindows 標準のドライ
バが組み込まれます。「マイコンピュータ」上に以下のアイコンが追加されたら使
用可能となります。

　本製品にフォーマットされたMOメディアをセットして、このアイコンをダブル
クリックすると、セットしたMOメディアにアクセスすることができます。
　MOメディアのフォーマットについては、次節をご参照ください。

本製品のアイコン
ドライブ名は異なる
可能性があります。

　Windows XP，2000では以下の手順で本製品の接続を行います。
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第３章　Windows XP，2000の場合

３．２　ソフトウェアのインストール

　本製品には、MOメディアを使用する上で必要なソフトウェアが添付さ
れています。本製品付属の「LogitecWare」CD-ROMをCD-ROMドライ
ブにセットすると自動起動する「セットアップランチャー」から、「ディ
スクフォーマッタィ」と「イジェクトコントローラ」をそれぞれインス
トールしてください。

■ディスクフォーマッタのインストール

■イジェクトコントローラのインストール

1.「ディスクフォーマッタ」の
アイコンをクリックして、
選択状態にします。

2.「セットアップの起動」を
クリックします。

1.「イジェクトコントローラ」
のアイコンをクリックして、
選択状態にします。

2.「セットアップの起動」を
クリックします。

「Logitec Ware」CD-ROM内にはこの他にもデータをフォルダ単
位でバックアップ可能な「フォルダミラーリングツール」や、MO

メディアの複製を作成する「MOデュプリケータ」等、便利なソ
フトウェアが収録されています。必要に応じてご活用ください。

参考
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フォーマットとは、メディアを初期化し、データの読み書きができるよ
うにメディア内部の形形形形形を整える作業のことです。この形形形形形を、フォーマッフォーマッフォーマッフォーマッフォーマッ
ト形式ト形式ト形式ト形式ト形式と呼びます。フォーマット形式は、例えばWindowsとMacintosh

など、OSにより使用できる種類が異なります。
MOメディアやハードディスクなどの記憶装置は、ご使用のOS環境にあっ
た形でデータの読み書きを行う前にフォーマットする必要があります。

本製品をご使用の場合、MOメディアのフォーマットは付属のソフトウェ
ア「Logitecディスクフォーマッタ」を使用して行います。

※ 既にご使用のOS環境にあった形でフォーマット済みのメディアを購
入されている場合、この作業は必要ありません。

　インストール終了後、ディスクフォーマッタを起動する場合は、「ス
タート」ボタンをクリックして表示されるメニューから、「（すべての）プ
ログラム」→「Logitec」→「ディスクフォーマッタ」とポイントして、
「Logitecディスクフォーマッタ」をクリックしてください。（デフォルト
の状態でインストールした場合）

クリック

■「Logitec ディスクフォーマッタ」の起動方法

ご注意

フォーマットを行うと記録されているデータはすべて消去されます。
フォーマットを開始する前に、メディア内にデータがあるかどうか、ま
た、ある場合は消去しても良いかどうかを事前にご確認ください。

　フォーマッタが起動したら、MOメディアのフォーマットを行います。
フォーマットの手順については「ディスクフォーマッタ」のユーザーズガ
イドをご参照ください。

３．３　フォーマットについて
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第３章　Windows XP，2000の場合

３．４　メディアのセットと取り出し

　本製品にMOメディアをセットす
る場合は、右図の方向でメディア挿
入口に挿入してください。（間違っ
た方向では挿入できません。）

ラベル面

　MOメディアの取り出しは、付属のソフトウェア「Logitec イジェ
クトコントローラ」を使用して行ってください。
　「Logitec イジェクトコントローラ」はインストール後タスクトレイ
に常駐します。
本製品を接続した状態で、このアイコンを左クリックし、本製品のド
ライブ名を選択してください。

　この操作を行うと、MOメディアが1cmほど排出されますので、静
かに引き出してください。

本製品のドライブ名を選択

Logitec イジェクトコントローラ
のアイコン

ポイント

「Logitec イジェクトコントローラ」を使用しない場合、マイコンピュー
タ内の本製品のアイコンを右クリックして表示されるメニューから「取り
出し」を選択してもメディアの取り出しが可能です。
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３．５　本製品を取り外す場合は

このアイコンをクリック

この項目をクリック

　本製品はインターフェースとしてUSBを採用しているため、ホットプ
ラグ（パソコン本体の電源がONの状態での取り付け・取り外し）が可能
です。しかし、これは「いつでも取り外して良い」という意味ではありま
せん。本製品を取り外す場合は、必ず以下の手順に従ってください。

①本製品にMOメディアがセットされている場合は、これを取り出してく
ださい。

②Windows XPの場合は「USB 大容量記憶装置デバイス - ドライブ（d:）
を安全に取り外します」と表示されます。

ポイント

ここで「d:」は本製品のドライブ名ですので環境によって異なります。

　Windows 2000では本製品を接続した状態では、タスクバーのシステム
トレイに以下のようなアイコンが表示されます。このアイコンをクリッ
クして、表示されるメニューから、「USB 大容量記憶装置デバイス - ド
ライブ（d:）を停止します」を選択してください。

このアイコンをクリック

この項目をクリック
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第３章　Windows XP，2000の場合

OKボタンをクリック

　Windows 2000では「'USB 大容量記憶装置デバイス 'は安全に取り外す
ことができます」と表示されたら、OKボタンをクリックしてください。

④USBケーブルをパソコンから取り外します。

③Windows XPでは「'USB 大容量記憶装置デバイス 'は安全に取り外す
ことができます」とメッセージが表示されたら取り外し可能となりま
す。（このメッセージは一定時間が経過すると自動的に消えるのでここ
でユーザーが作業を行う必要はありません。



- 28 -

4

第４章　Macintosh®の場合

４．１　接続とインストール

　ここではMac OS 8.6～ 9.2.2までをご使用の場合に、 本製品のドライバをインス
トールして、本製品をパソコンに接続するまでの手順を説明します。ドライバのイ
ンストールは必ず本製品を接続していない状態で行ってください。

ポイント

ご使用のOSがMac OS X の場合はパソコンに接続するだけで本製品が自動的に認
識され使用可能な状態になります。本節の手順⑪以降を参考にして本製品の接続を
行ってください。

①本製品を接続していない状態で、Macintoshのシステムを起動してください。

②「LogitecWare」CD-ROMを CD-ROMドライブにセットしてください。

③CD-ROMのウィンドウが開きます
ので、「Drivers」と書かれたフォル
ダをダブルクリックして開いてく
ださい。

このフォルダを
ダブルクリック
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第４章　Macintoshの場合

⑦ドライバをインストールするフォ
ルダを選択するウィンドウが表示
されます。

⑥インストーラが起動して、使用許
諾等が表示されます。

内容を確認して、同意
する場合は「続ける」
をクリック

特に支障ない場合は、そのまま
「インストール」をクリック

④下のようにドライバフォルダの一覧が表示されます。一覧の中から「L M O -

PBAxxU2」と書かれているフォルダをダブルクリックしてください。

「LMO-PBAxxU2」フォル
ダをダブルクリック

⑤右のような画面が表示されるので、「ディスク
ドライバインストーラ」と書かれたアイコンを
ダブルクリックしてください。

この部分をダブルクリック
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パソコン本体側
大きいコネクタ

本製品側
小さいコネクタ

⑫自動的に電源が供給され本製品が認識されます。本製品にフォーマットされたMO

メディアをセットすると、デスクトップ上にアイコンが表示されます。このアイ
コンをダブルクリックするとメディアにアクセスすることができます。
　（MOメディアのフォーマットについては、４．２節をご参照ください。）

⑨必要なファイルが転送されます。
終了すると右のウィンドウが表示
されます。

「再起動」をクリック

⑩システムが再起動されます。再起動が完了したら、インストール作業は終了です。
CD-ROMをドライブから取り出しておいてください。次に本製品の接続を行いま
す。

⑪付属のUSBケーブルを使用して本製品と、パソコン側のUSBポートを接続してく
ださい。

他のプログラムなどが起動
していないことを確認した
ら、「続ける」をクリック

⑧インストールの最後にシステムが
再起動されるため、確認メッセー
ジが表示されます。

４．１　接続とインストール
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第４章　Macintoshの場合

４．２　MOメディアのフォーマット手順

①本製品を接続した状態で、ドライ
バのインストール時に作成された
「USB Disk Formatter」フォルダを
開き、「L o g i t e c  U S B  D i s k

Format ter」アイコンをダブルク
リックしてください。

②フォーマッタが起動して、右の
ウィンドウが開きます。ここで本
製品にフォーマットしたいMOメ
ディアをセットしてください。

③セットされたMOメディアに関す
る情報が表示されます。

フォーマットされていないMOメ
ディアをセットした場合は、
「フォーマット」の欄に「不明」と
表示されます。

内容を確認したら、「ディスクの
初期化」ボタンをクリックしてく
ださい。

ご注意

Mac OS X では、ここで説明するフォーマッタソフト「Logitec USB Disk Formatter」
は動作しません。OS標準の「Disk Utility」をご使用ください。
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４．２　MOメディアのフォーマット手順

④右のウィンドウが表示されます。
必要に応じて設定等を行ってくだ
さい。

MOメディアに名前をつけたい
場合は、ここに入力します。

フォーマット形式を選択したい
場合はこのプルダウンメニュー
を開きます。（下の「ポイント」
参照） 設定が終了したら、「初期

化」ボタンをクリックして
ください。

ポイント

「フォーマット」形式には、「Mac OS標準」と「Mac OS拡張」があります。デー
タ交換などを目的とする場合は「Mac OS標準」を、それ以外の場合は「Mac OS

拡張」をお勧めします。

Mac OS標準
従来のMacintoshシリーズでサポートされていた形式です。汎用性はありますが、
1.3GBなどの大容量のMOメディアで選択すると、保管効率が悪くなります。

Mac OS拡張
Mac OS 8.1からサポートされた形式です。大容量のMOメディアを効率よく使用す
ることができます。ただし、この形式でフォーマットすると、Mac OS8.0以前のシ
ステムではアクセスできなくなります。

参考

・「マウント」ボタンは、何かの原因でマウントされなかったMOメディアを強制的
　にマウントするものですが、フォーマット時には使用しません。

・「取り出し」ボタンは、本製品にセットされたMOメディアを取り出すためのもの
　です。間違ったMOメディアをセットした場合などに使用してください。
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第４章　Macintoshの場合

⑤確認のメッセージが表示されます。

フォーマットしてもいいことを確
認したら、OKボタンをクリックし
てください。

⑥フォーマットが実行されます。通
常の場合、フォーマットは数秒で
終了し、右のウィンドウに戻りま
す。

フォーマット形式が選択したも
のになっていることを確認して
ください。

確認が終了したら、「取り出し」
ボタンをクリックして、MOメ
ディアを取り出してください。

⑦以上でMOメディアのフォーマットは終了です。メニューバーの「ファイル」メ
ニューから「終了」を選択して、フォーマッタを終了してください。

参考

一度上記の手順でフォーマットを行ったMOメディアを再フォーマットする場合は、
「特別」メニューの「ディスクの初期化」を使用することも可能です。
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４．３　メディアのセットと取り出し

　Mac OS上でMOメディアを取り出したい場合は、デスクトップ上にマ
ウントされたMOメディアのアイコンをゴミ箱のアイコンに重ねてくださ
い。
　この操作を行うと、MOメディアが1cmほど排出されますので、静かに
引き出してください。

ご注意

本製品にはMOメディア以外のメディアは挿入しないでください。フロッ
ピーディスク等を無理に挿入すると機器を損傷します。

ご注意

本製品前面のイジェクトボタンはMac OSが起動していないときに使用
します。Mac OS稼動中は使用しないでください。

　本製品にMOメディアをセットす
る場合は、右図の方向でメディア挿
入口に挿入してください。（間違っ
た方向では挿入できません。）

ラベル面
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第４章　Macintoshの場合

４．４　本製品を取り外す場合は

　本製品はインターフェースとしてUSBを採用しているため、ホットプ
ラグ（パソコン本体の電源がONの状態での取り付け・取り外し）が可能
です。しかし、これは「いつでも取り外して良い」という意味ではありま
せん。取り外し時には以下のような点にご注意ください。

○本製品にMOメディアがセットされているときは、取り外しは行わ
ないでください。本製品を取り外す前にMOメディアを取り出して
ください。

○パソコン本体がスリープ状態になっているときは、取り外しを行わ
ないでください。

○本製品を取り外す場合は、USBケーブルのパソコン本体側のコネク
タを先に外してください。
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第５章　補足事項

５．１　トラブルシューティング

●本製品を接続したが認識されない。

○ドライバは正しい手順でインストールされていますか？
○ケーブルの接続に接触不良などがないかどうか確認してください。
○本製品をUSBハブ経由で接続している場合は、パソコンのUSBポート
に直接接続して試してみてください。
○パソコンやUSB 2.0のインターフェースボード・インターフェースカー
ドの仕様によってはバスパワーで十分な電力を供給できない場合がござ
います。バスパワーでの電源供給がうまく行かない場合、別売りのAC

アダプタを本製品背面の電源コネクタへ接続してください。
※ACアダプタを使用した場合の本製品の接続については、次の「５．２
　ACアダプタを使用する際の注意点」をご参照ください。

●MOメディアのアクセス時にエラーが発生する。

○MOメディアは汚れていませんか？ ディスク・クリーニングを行って
みてください。
○MOメディアの不良も考えられます。別のディスクで試してください。
これで問題がなければ、エラーが発生するMOメディアのデータをバッ
クアップして、再フォーマットを行ってください。

●特定のMOメディアをアクセスできない。

○そのMOメディアはフォーマットされていますか？ 一般にMOメディ
アは物理フォーマット済みで発売されていますが、物理フォーマットの
みではアクセスはできません。本書記載の方法でフォーマット（論理
フォーマット）を行ってください。
○MOメディアではスーパーフロッピーフォーマットの形式が一般的です
が、ハードディスク形式やアップルコンピュータ社のMacintoshシリー
ズ用にフォーマットされたディスクもあります。異なるシステムとデー
タ交換を行う場合には、スーパーフロッピーフォーマットのMOメディ
アを使用してください。（Macintoshシリーズでスーパーフロッピー
フォーマットのMOメディアを使用するには、MacOS標準のユーティリ
ティ「PC Exchange」が必要です。）
○そのMOメディアが本製品で使用できる容量のものかどうかを確認して
ください。使用可能なMOメディアについては、「１．３　使用可能な
MOメディア」をご参照ください。
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第５章　補足事項

ご注意

本製品の電源がONの状態では、強制イジェクトは行わないでください。

強制イジェクトホール

●MOメディアに書き込みができない。

○MOメディアのライトプロテクト・ノッチがプロテクト側に設定さ
れていませんか？

●MOメディアがイジェクトできない。

○アクセス表示ランプが点灯していないか確認してください。アクセ
ス中はイジェクトできませんので、アクセスが終了するまでお待ち
ください。
○ソフトウェアの中には、MOメディアのイジェクトを禁止するもの
があります。現在使用中のソフトウェアを終了して試してくださ
い。
○上記の項目に当てはまらない場合、一度本製品の再接続、および電
源の再投入を行って試してください。これでもだめな場合は、本製
品の電源を OFFにして、付属のイジェクトツールを強制イジェク
トホールに挿し込み、強く押してください。

●スリープ状態から復帰できない。

○パソコンのスリープ（サスペンド）状態の処理方法により、このよ
うな現象が発生する場合があります。ご使用のパソコンによって
は、パソコン本体メーカから供給されるアップデートプログラム等
によりこの現象を回避できる場合もあります。
　アップデートプログラム等が用意されていない場合は、スリープ
（サスペンド）機能をOFFにしてご使用ください。
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●その他：弊社ホームページについて

○弊社ではインターネット上にホームページを開設しています。ホー
ムページにはソフトウェアのダウンロードコーナーや、各種製品に
関するQ&Aコーナーがあります。また、「サポート情報」では「お
問い合わせ用紙」や「修理依頼書」などが、PDF形式でダウンロー
ド可能になっていますのでご活用ください。

ホームページアドレス：http://www.logitec.co.jp/

●データの転送速度が遅い。

○USB 2.0のポートに正しく接続されていますか。
○USB 1.1のポートに接続されている場合、データの転送速度はFull-

Speed(12Mbps）までとなります。High-Speed（480Mbps）でデータ
転送を行うにはUSB 2.0ポートにつなぎかえてください。

○パソコン本体にUSB 2.0ポートがない場合は別売りのUSB 2.0イン
ターフェースボード（PCI用インターフェースボード、もしくは
CardBus対応USB 2.0インターフェースカード）を接続してドライ
バのインストールを行ってから、接続しなおしてみてください。

５．１　トラブルシューティング

○本製品のドライバがインストールされていません。第４章にした
がって、ドライバのインストールを行ってから、本製品を接続して
ください。

●Macintoshシリーズで本製品を接続すると、
以下のようなエラーメッセージが表示される。

●Macintosh環境で本製品のドライバをアンインストール
　したい。（Mac OS 8.6～ 9.2.2まで）

○システムフォルダの機能拡張フォルダにコピーされた以下のファイ
ルを削除してください。

Logitec USB 1050D Driver

Logitec USB 1050D Shim
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第５章　補足事項

５．２　 ACアダプタを使用する際の注意点

　ACアダプタを使用する場合は、必ずUSBケーブルを接続する前に、本
製品にACアダプタを接続し電源を供給してから、USBケーブルで本製品
とパソコンの接続を行ってください。

ご注意

セルフパワー動作時、バスパワー動作時共に、動作中のACアダプタの抜
き差しはぜったいに行わないで下さい。不要なリセットや動作異常を招
き、データが消失する危険性があります。

②次に ACアダプタを接続します。

③付属の USBケーブルで本製品とパソコンを接続します。

AC100Vのコンセントへ

パソコン本体側
大きいコネクタ

本製品側
小さいコネクタ

　本製品用のACアダプタは以下の型番で弊社より販売されております。

　型番： LA-12W5S -02

①はじめに付属のイジェクトツールを使い、目隠し板を下図のように取り
除きます。

この部分に差し込みます。 目隠し板を折
り取ります。
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５．３　保守とその他

■メディアのクリーニングについて

　MOメディアは別売のメディアクリーニングキットを使用してクリーニング
することができます。使用環境 /頻度によってクリーニングの時期は異なりま
すが、定期的なクリーニングを推奨いたします。クリーニングの方法について
は、クリーニングキットの取扱説明書をご参照ください。

　本製品用のメディアクリーニングキットは、以下の型番で弊社より販売され
ております。

型番：LMO-330-02

■レンズ・ヘッドのクリーニングについて

　空気中に浮遊するほこり、ちり、およびタバコの煙などが、本製品内部のレン
ズ・ヘッドに付着すると性能が低下することがあります。
　本製品内部のレンズ・ヘッドは別売のレンズクリーニングキットを使用してク
リーニングすることができます。使用環境 /頻度によってクリーニングの時期は
異なりますが、定期的なクリーニングを推奨いたします。クリーニングの方法に
ついては、クリーニングキットの使用方法をご参照ください。

　本製品用のレンズ・ヘッドクリーニングキットは、以下の型番で弊社より販売され
ております。

型番： LMO-640-02

LA-12W5S-CKT（ACアダプタ付属タイプ）

※本製品でレンズ・ヘッドクリーニングキットをご使用になる場合、必ずACア
ダプタが必要になります。通常は「LA-12W5S-CKT」をお求めください。別途
ACアダプタを購入済みの場合は「LMO-640-02」をお求めください。

ご注意

・レンズ・ヘッドクリーニングキットを使用する場合は、ACアダプタを接続し
電源を供給する必要があります。

・レンズ・ヘッドクリーニングキットは必ず弊社販売の「LMO-640-02」をご使用
ください。市販のものを無理に使用すると、機器を損傷する場合があります。



- 41 -

5

第５章　補足事項

　MOメディアにラベルを貼付する場合は、必ず指定の位置に１枚だけ
貼ってください。また、貼った後ではがれないようにMOメディアの両面
をしっかり押さえてください。（最近のラベルには再剥離可能なようにの
りが弱いものもあります。そのようなラベルはできるだけ使用しないでく
ださい。）
　不適切な位置に貼ったり、２枚貼りするとMOユニット内部でラベルが
はがれて、MOメディアがイジェクトできなくなる恐れがあります。

裏面に回る部分がはが
れやすいのでしっかり
押さえます。

斜線の部分からはみ出さないように貼ります。

■MOメディアのラベルについて

５．４　メディア IDについて

　本製品は「メディア ID」機能に対応しています。以下のロゴマークは
メディア ID機能対応を示すものです。

　メディア IDとは、メディア ID対応のMOメディアに著作権保護の目的
で記録された変更不可能な固有の番号です。今後ブロードバンドコンテン
ツ配信サービスなどで、メディア IDを前提とした著作権保護が施された
コンテンツの配信が予定されますが、このようなコンテンツを保存／再生
するには、メディア IDに対応したMOメディアおよびMOドライブが必
要です。詳細についてはインターネット上の弊社Webサイトをご参照く
ださい。
　本製品のメディア ID機能を使用するためにはドライバが必要となりま
す。メディア ID対応ドライバは、付属の CD-ROM「LogitecWare」内に
収録されています。また、最新バージョンについては、弊社Webサイト
にて公開中です。
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ハードウェア仕様

*1 対応メディアについては本書の 1.3節参照
*2 理論値。
*3 ただし結露なきこと。
*4 USBポートより供給
*5 本体のみ
*6 縦置きでの使用不可

*1

*2

*3

*4

*5

*5

*6

LMO- PBA640U2
LMO- PBA640U2 ( B )

3.5 型 MOメディア

640MB / 540MB
230MB / 128MB

4000 rpm

USB 2.0 High- Speed  （従来のUSB  1.1互換）

USBシリーズ mini - B

480 Mbps （USB High- Speed  )
12 Mbps （USB Full- Speed  )

45 ms

2 MB

温度 10 ℃ ～ 35 ℃

相対湿度 20　％ ～ 80 ％

温度 － 10 ～ 50 ℃

相対湿度 10　％ ～ 85 ％

DC + 5V

2.5 W

108.3 × 23.6 × 143.2 mm

410 g

水平

消費電力　　（定格 ）

外形寸法　（幅 × 高さ × 奥行　）

質量

設置方向

インターフェース

コネクタ形状

最大データ転送速度

入力電圧

平均シークタイム

キャッシュメモリ

環境条件

動作時

保管時

機種名

メディアタイプ

ディスクあたりの記憶容量

ディスク回転数
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保証と修理について

製品には、保証書が添付されています。

● 保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししています。記載内容をご確認の上、
大切に保管してください。

● 保証期間は保証書に記載されています。お買い上げ日より有効です。

サービスを依頼される場合

● 修理品については、弊社修理受付窓口 にお送りいただくかお求めいただいた販売
店へご相談ください。

　 故障かどうか判断がつかない場合は、事前に弊社テクニカルサポートにお問い合
わせください。

● 保証期間中の修理につきましては、保証規定に従い修理いたします。
● 保証期間終了後の修理につきましては、お客様のご要望により有料にて修理させ
ていただきます。ただし、製品終息後の経過期間によっては、部品等の問題から
修理できない場合がありますので、あらかじめご了承ください。
なお、補修用性能部品（製品の機能を維持するための部品）の最低保有期間は、製
品終息後５年間です。（修理に代わって同等品と交換させていただく事があります）

オンラインユーザー登録について

弊社Webサイトより、ユーザー登録いただくことをお薦めします。

L-site　　　http://www.logitec.co.jp/

登録いただいたお客様を対象に、ご希望に応じて弊社発行のメールマガジン、弊社オンライン
ショップからの会員限定サービスをご案内させていただきます。また、登録いただいた製品に関連
する重要な発表があった場合、ご連絡させていただくことがあります。

個人情報の取り扱いについて

ユーザー登録・修理依頼・製品に関するお問い合わせなどでご提供いただいたお客様の個人情報は、修
理品やアフターサポートに関するお問い合わせ、製品およびサービスの品質向上・アンケート調査等、
これらの目的の為に関連会社または業務提携先に提供する場合、司法機関・行政機関から法的義務を
伴う開示請求を受けた場合を除き、お客様の同意なく第三者への開示はいたしません。お客様の個人
情報は細心の注意を払って管理いたしますのでご安心ください。
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２００６年　１月改訂 LMO-PBA640U2 V05

製造元：ロジテック株式会社

Logitec 　MOユニット・ユーザーズマニュアル

サポート /修理受付窓口のご案内

● 製品に対する技術的な質問や、取扱説明書に対するお問い合わせ

　次の①～②の内容をご確認の上、弊社「テクニカルサポート」までお問い合わせください。
FAXにてお問い合わせの場合は、お客様のご連絡先を必ずご記入ください。

①現在の状態（できるだけ詳しく）
②製品の名称 /シリアル番号

弊社テクニカルサポート連絡先（ナビダイヤル）

TEL. 0570-022-022 FAX. 0570-033-034

受付時間 ：　9:00～ 12:00、13:00～ 18:00　
　  月曜日～金曜日（祝祭日、夏期、年末年始特定休業日を除く）

※携帯電話（FAX）、PHS（TEL、FAX共）、IP電話（TEL、FAX共）はご利用になれません。

● 弊社へ修理品を発送される場合の送付先・注意事項

　郵送または宅配便にて修理依頼される場合、以下の点をご確認の上、弊社修理受付窓口ま
で製品をご送付ください。

・ 送料および、梱包費用は保証期間の有無を問わずお客様のご負担になります。
・ 保証期間中の場合は、保証書を商品に添付してください。
・ 必ず、「お客様のご連絡先（ご住所 /電話番号）」「故障の状態」を書面にて添付してください。
・ 保証期間経過後の修理については、お見積もりの必要の有無、または修理限度額および連絡先を明
示のうえ、製品に添付してください。

・ ご送付の際は、緩衝材に包んでダンボール箱（本製品の梱包箱、梱包材を推奨します）等に入れ
て、お送りください。

弊社修理受付窓口（修理品送付先）

〒 396-0192　長野県伊那市美すず六道原 8268

ロジテック株式会社　修理サポートセンター（３番受入窓口）
TEL：0265-74-1423　　　FAX：0265-74-1403

受付時間：9:00～ 12:00、13:00～ 17:00

　月曜日～金曜日（祝祭日、夏期、年末年始特定休業日を除く）

○ 上記電話番号では、修理依頼品や各種サービス（※）等に関するお問い合わせ以外は承ってお
りません。製品に関する技術的なお問い合わせや修理が必要がどうかについてのお問い合わせ
は、弊社テクニカルサポートにお願いいたします。

※ データ消去サービスやオンサイト保守サービス、ピックアップサービス等の各種サービスを指
します。これらのサービスは対象製品が限定されています。また、有償の場合や対象期間内無
償の場合など、内容は異なります。詳しくは弊社Webサイトをご参照ください。

○ 弊社Webサイトでは、修理に関するご説明やお願いを掲載しています。修理依頼書のダウン
ロードも可能です。

○ お送りいただいた控えがお手元に残る方法でお送りいただきますよう、お願いいたします。
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